
1　東大寺大仏蓮弁線刻画の図様に関する一考察 ─ 雲中化仏と海に浮かぶ大蓮華を手がかりとして ─

は
じ
め
に

　

小
野
玄
妙
氏
が
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
の
刻
画
に
見
ゆ
る
仏
教
の
世
界
説
」（

1
）を
発
表
し
て

以
来
、
大
仏
蓮
弁
の
線
刻
画
に
関
す
る
研
究
成
果
は
多
く
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た（

2
）。
と

り
わ
け
、
線
刻
画
の
典
拠
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
綿
密
な
調
査
に
基

づ
く
そ
の
制
作
過
程
の
研
究
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
線
刻
画
の
刻
入
時
期
を
左
右
す
る
大

仏
台
座
の
鋳
造
年
代
は
大
仏
本
体
の
鋳
造
よ
り
先
に
な
さ
れ
た
と
す
る
先
鋳
説
と
そ
の
後
に

な
さ
れ
た
と
す
る
後
鋳
説
に
分
か
れ
て
い
る（

3
）。

　

本
論
は
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
に
着
目
し
、
特
に
①
如
来
の
頭
か
ら
出
た
雲
気
に
乗
る
供
養

相
の
化
仏
と
②
大
海
に
浮
か
ぶ
大
蓮
華
を
手
が
か
り
と
し
て
、
大
陸
の
作
例
と
比
較
し
な
が

ら
、
線
刻
画
の
典
拠
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
通
し
て
、『
梵
網
経
』
に
説
か
れ

る
仏
の
放
光
が
線
刻
画
の
主
題
的
な
表
現
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
線
刻
画
の
図
様
は

『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
を
新
た
に
指
摘
す
る
。
そ
の

上
で
、
最
後
に
線
刻
画
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
、
些
か
の
私
見
を
述
べ
た
い
。

一
、
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
の
概
要
と
刻
入
時
期

　（
一
）蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
概
要

　

東
大
寺
大
仏
の
銅
製
台
座
は
、
二
十
八
枚
の
請
花
と
反
花
か
ら
な
り
、
そ
の
請
花
の
蓮
弁

の
一
枚
一
枚
に
線
刻
画
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
治
承
と
永
禄
の
二
度
に
わ
た
り
被
災
し
た
が
、

幸
な
こ
と
に
、
銅
製
台
座
に
つ
い
て
は
、
創
建
当
時
の
部
分
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
そ
の
図
様
の
概
要（
図
1
〜
6
）を
述
べ
る（

4
）。
線
刻
画
の
最
下
部
に
は
、
七
枚

の
請
花
と
反
花
か
ら
な
る
大
蓮
華
が
波
立
つ
大
海
の
上
に
浮
か
ん
で
お
り
、
そ
の
海
を
取
り

囲
む
よ
う
に
聳
え
立
つ
山
脈
が
左
右
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
蓮
華
の
七
枚
の
請
花
に
は
須
弥

山
世
界
図
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
須
弥
山
下
方
の
台
形
の
閻
浮
提
の
下
に
は
釈
迦
三
尊
像

が
描
か
れ
て
い
る
。
大
蓮
華
の
請
花
に
接
す
る
そ
の
上
方
に
は
、
平
行
線
が
引
か
れ
、

二
十
五
段
の
帯
状
の
区
画
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
天
界
を
表
現
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
各
帯
状

の
区
画
内
に
は
、
空
白
の
ま
ま
の
最
上
層
の
三
段
を
除
き
、
宮
殿
や
楼
閣
な
ど
、
そ
し
て
円

光
を
つ
け
た
菩
薩
た
ち
の
顔（
一
部
に
如
来
の
顔
も
み
ら
れ
る
）が
描
か
れ
て
い
る
。
続
い
て

最
上
部
で
は
、
中
央
に
説
法
相
を
あ
ら
わ
す
如
来
坐
像
が
坐
し
、
そ
の
周
囲
に
二
十
二
体
の

菩
薩（
左
右
十
一
体
ず
つ
）が
蓮
華
に
坐
っ
て
如
来
像
を
囲
ん
で
い
る
。
如
来
像
の
頭
上（
肉

髻
あ
た
り
）か
ら
は
雲
気
が
左
右
に
立
ち
昇
り
、
雲
の
上
に
は
各
種
の
持
物
を
持
っ
て
飛
行

す
る
仏
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
先
に
述
べ
た
二
十
五
段
の
帯
状
の
区
画
は
最
上
部

の
如
来
の
坐
る
蓮
華
座
の
蓮
肉
に
接
し
て
い
る
。
如
来
の
蓮
華
座
が
蓮
弁
を
あ
ら
わ
し
て
お

ら
ず
、
線
刻
画
最
下
段
の
大
蓮
華
こ
そ
が
、
如
来
の
坐
す
蓮
華
座
の
蓮
弁
で
あ
る
と
さ
れ

る
。

　

線
刻
画
の
典
拠
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
『
華
厳
経
』
説
、『
梵
網
経
』
説
、
あ
る
い

は
両
経
折
衷
説
、
さ
ら
に
『
倶
舎
論
』
や
『
大
智
度
論
』
な
ど
と
の
関
連
も
提
示
さ
れ
て
き

た（
5
）。
複
雑
な
図
様
を
有
す
る
線
刻
画
を
、
一
つ
の
経
典
で
解
釈
す
る
こ
と
は
、
先
行
研

究
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
到
底
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

典
拠
は
と
も
か
く
と
し
て
、
線
刻
図
の
内
容
を
ご
く
簡
潔
に
説
明
す
る
と
、
早
く
か
ら
小

野
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、「
仏
教
の
世
界
説
た
る
三
千
大
千
国
土
の
相

を
図
せ
る
も
の
」
で
あ
り（

6
）、
つ
ま
り
、
三
千
大
千
世
界
が
蔵
さ
れ
る
大
蓮
華
に
坐
る
如

来
が
説
法
し
て
い
る
場
面
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
世
界

東
大
寺
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
に
関
す
る
一
考
察
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〔
色
界
の
初
禅
天
ま
で
〕
を
一
世
界
と
い
い
、
そ
れ
が
一
〇
〇
〇
個
集
ま
っ
た
も
の
を
小
千

世
界
と
い
い
、
小
千
世
界
が
一
〇
〇
〇
個
集
ま
っ
た
も
の
を
中
千
世
界
と
い
い
、
中
千
世
界

が
一
〇
〇
〇
個
集
ま
っ
た
も
の
を
大
千
世
界
あ
る
い
は
三
千
大
千
世
界
と
い
う
。
三
千
大
千

世
界
は
十
億
個
の
世
界
の
集
ま
り
で
あ
る
）。

　

仏
教
の
世
界
観
で
は
、
天
界
は
基
本
的
に
下
か
ら
順
に
、
欲
界
の
六
欲
天（
須
弥
山
の
中

腹
と
頂
上
に
あ
る
地
居
の
二
天
と
、
空
中
に
あ
る
空
居
の
四
天
）、
色
界
諸
天（
初
禅
、
二

禅
、
三
禅
、
四
禅
）、
無
色
界
諸
天
か
ら
な
る
。
上
位
の
も
の
ほ
ど
高
い
位
置
に
あ
っ
て
広

く
、
そ
こ
に
住
む
も
の
は
身
体
が
大
き
く
寿
命
が
長
い
が
、
無
色
界
で
は
、
物
質
を
超
越
し

て
い
る
の
で
、
世
界
や
身
体
に
大
き
さ
は
な
く
、
寿
命
だ
け
が
あ
る
と
さ
れ
る（

7
）。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
大
蓮
華
の
七
枚
の
請
花
は
十
億
の
須
弥
山
世
界
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
請
花
に
接
す
る
天
界
最
下
部
数
段
の
区
画
は
一
続
き
の
帯
で
は
な

く
、
七
つ
の
請
花
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
の
部
分
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
上
に
行
く
と

一
続
き
の
帯
と
な
る
が
、
上
に
行
く
ほ
ど
広
さ
が
広
く
な
り
、
上
部
の
数
段
の
区
画
は
蓮
弁

の
両
端
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
上
部
の
数
段
の
区
画
の
表
現
に
つ
い
て
、
外
村
中
氏
は
、
そ
の
広
さ
が
三
千
大
千
世

界
に
等
し
い
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た（

8
）。
ま
た
、
小
野
氏
が
述
べ
た
よ

う
に
、
大
千
世
界
の
中
に
一
の
四
禅
、
千
の
三
禅
、
百
万
の
二
禅
、
億
万（
十
億
、
筆
者
注
）

の
初
禅
が
あ
り（

9
）、
線
刻
画
の
天
界
図
像
は
、
ま
さ
に
上
に
行
く
ほ
ど
広
さ
が
広
く
な
っ

て
い
く
天
界
の
構
造
に
対
応
し
て
お
り
、
須
弥
山
世
界
図
と
と
も
に
三
千
大
千
世
界
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う（
10
）。

　

次
に
、
蓮
弁
線
刻
画
が
『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
盧
舎
那
仏
の
世
界
「
蓮
華
台
蔵
世
界

海
」
の
世
界
観
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
早
く
か
ら
小
野
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た（
11
）。

（
前
略
）我
已
百
阿
僧
祇
劫
修
行
心
地
。
以
之
為
因
初
捨
凡
夫
成
等
正
覚
号
為
盧
舍
那
。
住
蓮

花
台
蔵
世
界
海
。
其
台
周
遍
有
千
葉
。
一
葉
一
世
界
為
千
世
界
。
我
化
為
千
釈
迦
拠
千
世

界
。
後
就
一
葉
世
界
。
復
有
百
億
須
弥
山
百
億
日
月
百
億
四
天
下
百
億
南
閻
浮
提
。
百
億
菩

薩
釈
迦
坐
百
億
菩
提
樹
下（
12
）。（
後
略
）

　

す
な
わ
ち
、
盧
舎
那
仏
が
蓮
華
台
蔵
世
界
海
に
住
し
、
そ
の
台
座
周
遍
に
は
千
葉（
千
枚

の
蓮
弁
）が
あ
り
、
一
葉
に
一
世
界
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
千
世
界
を
な
し
て
い
る
。
盧
舎
那

仏
は
千
の
釈
迦
に
姿
を
変
え
、
千
の
世
界
に
赴
く
。
各
世
界
に
は
、
百
億
の
須
弥
山
、
日

月
、
四
天
下
、
南
閻
浮
提
が
あ
り
、
百
億
の
菩
薩
釈
迦（
千
の
釈
迦
の
化
身
）（
13
）が
百
億
の

南
閻
浮
提
に
あ
る
菩
提
樹
の
下
に
坐
っ
て
い
る
。

　

線
刻
画
最
上
部
に
説
法
す
る
如
来
は
、
千
葉
に
あ
る
千
の
釈
迦
の
う
ち
の
一
釈
迦
に
あ
た

る
。
そ
し
て
、
こ
の
如
来
が
坐
す
大
蓮
華
の
七
枚
の
請
花
に
あ
る
須
弥
山
世
界
図
は
、
そ
の

上
空
の
左
右
に
は
日
月
が
懸
っ
て
お
り
、
大
海
の
中
に
は
、
半
円
形（
東
）、
円
形（
西
）、
台

形（
南
）、
方
形（
北
）の
四
大
洲
が
あ
り
、
各
須
弥
山
世
界
の
日
月
、
四
天
下
を
表
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
各
の
須
弥
世
界
図
の
須
弥
山
下
方
の
台
形
を
な
し
た
の
は
閻
浮
提
で
あ
り
、

そ
の
下
に
釈
迦
三
尊
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
釈
迦
が
南
閻
浮
提
に
あ
る
菩
提
樹
の

下
に
坐
っ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
蓮
弁
線
刻
画
に
お
い
て
は
、
菩
提
樹

が
見
ら
れ
ず
、
釈
迦
三
尊
像
の
後
ろ
に
阿
耨
達
池
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
異

は
あ
る
も
の
の
、
線
刻
画
の
内
容
は
、『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
一
葉
の
蓮
弁
に
宿
る
一
世

界
の
様
相
と
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
線
刻
画
は
、
盧
舎
那
仏
の
世
界
「
蓮
華
台
蔵
世
界
海
」

を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
梵
網
経
』
は
五
世
紀
後
半
に
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
偽
経
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い

る
が（
14
）、
菩
薩
戒
経
と
し
て
そ
の
影
響
は
東
ア
ジ
ア
全
域
に
及
び
、
菩
薩
の
行
為
規
範
と

し
て
広
く
実
践
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
上
巻
は
菩
薩
修
行
の
段
階
を
説
き
、
下
巻
は
菩
薩
が
守

る
べ
き
「
十
重
四
十
八
軽
戒
」
を
明
か
す
。『
梵
網
経
』
の
「
蓮
華
台
蔵
世
界
海
」
が
、『
華

厳
経
』
の
「
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」
の
構
想
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う

に
、
両
者
の
相
違
も
目
立
つ
。（
以
下
、
ど
ち
ら
か
の
経
典
に
限
定
し
な
い
場
合
、
盧
舎
那

仏
の
世
界
を
「
蓮
華
蔵
世
界
」
と
表
記
す
る
）。

　（
二
）蓮
弁
線
刻
画
の
刻
入
時
期

　

線
刻
画
を
刻
入
す
る
銅
製
台
座
自
体
の
製
作
時
期
は
、
先
鋳
説
と
後
鋳
説
に
分
か
れ
て
い
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る
。
後
鋳
説
は
主
に
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
な
ど
の
文
献
資
料
に
基
づ
く
説
で
あ
る
の
に
対

し
、
先
鋳
説
は
鋳
造
技
法
に
注
目
し
た
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
技
術
的
に
も
後
鋳
説
が
可
能

だ
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
文
献
資
料
の
裏
付
け
の
あ
る
後
鋳
説
が
現
在
広
く
支
持
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る（
15
）。
以
下
、
奥
村
秀
雄
氏
の
論
考（
16
）を
参
照
し
て
文
献
資
料
か
ら
線
刻
画

の
刻
入
時
期
を
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
は
、「
御
座
高
広
丈
尺
事
、
御
座
一
基
二
階
、
上
階
金
銅

座
高
一
丈
、

径
六
丈
八
尺
、上
周
廿
一
丈
四
尺
、
基
周
廿
三
丈
九
尺
、
下
一
階
石
座
高
八
尺
、
上
周
卅
四
丈
七

尺
、
基
周
卅
九
丈
五
尺
、
件
銅
座
御
座
始
自
天
平
勝
宝
四
年
二
月
十 

六
日 

□
□
同
八
年
七

月
廿
九
日
、
合
五
箇
年
鋳 

了 

」（
17
）と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
台
座
が
銅
座
と
石
座
か
ら
な
る
二
重
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
創
建
以

来
の
姿
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
尼
公
の
巻（
挿
図
7
）に
お
い
て
、
こ
の

台
座
の
二
重
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
銅
座
の
鋳
造
時
期
は
、
天
平
勝

宝
四
年（
七
五
二
）二
月
か
ら
天
平
勝
宝
八
歳（
七
五
六
）七
月
ま
で
の
間
で
あ
る
。

　

ま
た
、
正
倉
院
文
書
「
造
東
大
寺
司
沙
金
奉
請
文
」（
18
）に
よ
る
と
、
天
平
勝
宝
九
歳
正
月

十
八
日
に
同
司
が
「
沙
金
貮
仟
壹
拾
陸
両
」
を
請
求
し
、「
双
倉
北
雑
物
出
用
帳
」（
19
）に
よ

る
と
、
同
月
二
十
一
日
に
「
奉
塗
大
仏
像
料
」
と
し
て
沙
金
が
造
東
大
寺
司
に
支
給
さ
れ
て

い
る
。『
東
大
寺
要
録
』
に
引
用
さ
れ
る
『
延
暦
僧
録
』（
延
暦
七
年
〔
七
八
八
〕
思
託
撰
）

「
勝
宝
感
神
聖
武
皇
帝
菩
薩
伝
」（
20
）に
よ
れ
ば
、
天
平
勝
宝
八
歳
七
月
ま
で
に
大
仏
仏
体
の

鍍
金
が
す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
沙
金
は
銅
座
鍍
金
用
で
あ

り
、
文
献
資
料
か
ら
み
れ
ば
、
蓮
弁
線
刻
図
の
刻
入
は
、
銅
座
完
成
の
天
平
勝
宝
八
歳
の
八

月
か
ら
翌
年
正
月
ま
で
の
間
と
な
る
。

　

本
論
で
は
、
先
鋳
説
と
後
鋳
説
の
問
題
を
検
討
し
な
い
が
、
後
鋳
説
か
ら
考
え
れ
ば
、
線

刻
画
が
制
作
さ
れ
て
い
た
同
時
期
に
、
天
平
勝
宝
九
歳
五
月
二
日
の
聖
武
天
皇
一
周
忌
に
向

け
て
東
大
寺
や
諸
国
の
国
分
寺
に
お
い
て
は
伽
藍
の
整
備
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
大
仏
殿
内
の
線
刻
画
と
聖
武
天
皇
の
追
善
と
の
間
に
密
接
な
関
連
性
が
あ

る
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。
こ
の
点
は
早
く
か
ら
家
永
三
郎
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
が（
21
）、
制
作
背
景
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
に
て
改
め
て
考
察
す
る
。

二
、
雲
中
化
仏
に
つ
い
て

　（
一
）研
究
史
と
本
論
の
方
針

　

ま
ず
、
蓮
弁
線
刻
画
の
雲
中
化
仏
か
ら
考
察
を
始
め
る
。

　

雲
中
化
仏
の
詳
細
を
み
る
と
、
如
来
像
の
頭
上（
肉
髻
あ
た
り
）か
ら
雲
気
が
左
右
に
立
ち

上
が
り
、
あ
わ
せ
て
十
二
団
の
雲
気
を
造
り
、
各
雲
気
の
上
に
乗
っ
て
飛
行
す
る
仏
た
ち
が

描
か
れ
て
い
る
。
二
三
仏
が
一
組
と
な
り
、
合
掌
し
た
り
、
蓮
華
・
香
炉
な
ど
供
養
具
を

持
っ
た
り
し
て
い
る（
22
）。
こ
れ
ら
の
仏
た
ち
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
如
来
像
の
化
仏
と

考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
具
体
的
な
経
典
の
記
述
に
基
づ
く
解
釈
を
提
示
し
た
の
は
、
橋
本
聖

圓
氏
と
松
本
伸
之
氏
で
あ
る
。

　

橋
本
氏
は
、『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
の
初
め
に
説
く
、
仏
が
一
毛
孔
か
ら
無
数
の
「
化

身
雲
」
を
出
す
瑞
相
に
着
目
し
、
化
身
雲
と
い
う
言
葉
に
は
、
雲
の
如
き
多
数
の
化
身
と
い

う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
造
形
的
に
は

「
雲
上
の
化
仏
」
と
し
て
表
さ
れ
て
も
不
都
合
は
な
い
と
指
摘
し
た（
23
）。

　

一
方
、
松
本
氏
は
、
化
仏
た
ち
が
各
々
供
養
の
相
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
、
そ
れ
が
『
梵
網
経
』
の
所
説
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
梵
網
経
』

巻
下
に
は
、
盧
舎
那
仏
が
千
の
花
弁
上
の
仏
と
千
百
億
の
釈
迦
に
一
切
衆
生
の
た
め
に
「
心

地
法
門
」（
24
）を
説
く
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
し
て
「
爾
時
千
花
上
仏
千
百
億
釈
迦
。
従
蓮
花
蔵

世
界
赫
赫
師
子
座
起
。
各
各
辞
退
挙
身
放
不
可
思
議
光
。
光
皆
化
無
量
仏
。
一
時
以
無
量
青

黄
赤
白
花
供
養
盧
舍
那
仏
」（
25
）と
あ
り
、
千
の
花
弁
上
の
仏
と
千
百
億
の
釈
迦
が
身
よ
り
放

つ
光
は
、
無
量
の
仏
と
化
し
、
無
量
の
化
仏
が
無
量
の
「
青
黄
赤
白
花
」
を
以
て
盧
舎
那
仏

を
供
養
す
る
と
い
う
。
以
上
か
ら
、
線
刻
画
の
雲
中
化
仏
の
表
現
は
、『
梵
網
経
』
に
説
か

れ
る
無
量
の
化
仏
が
盧
舎
那
仏
を
供
養
す
る
場
面
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

松
本
氏
は
考
え
た（
26
）。
こ
の
説
は
現
在
広
く
支
持
を
受
け
て
い
る
が（
27
）、
異
な
る
見
解
も

み
ら
れ
る（
28
）。

　

本
論
で
は
、
雲
中
化
仏
の
表
現
が
、
中
国
の
「
梵
網
経
変
」
の
絵
画
作
例
に
も
み
と
め
ら

れ
る
こ
と
を
新
た
に
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
雲
中
化
仏
を
ど
う
解
釈
す
る
か
は
最
上
段
の
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仏
坐
像
を
含
め
た
線
刻
画
全
体
に
対
す
る
理
解
に
関
連
し
て
い
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
以

下
、
蓮
弁
線
刻
画
と
中
国
の
「
梵
網
経
変
」
の
作
例
と
比
較
し
た
上
で
、
同
図
様
の
意
味
を

改
め
て
考
察
す
る
。

　（
二
）「
梵
網
経
変
」
か
ら
み
た
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様

　
「
梵
網
経
変
」
と
い
う
主
題
は
珍
し
く
、
現
在
敦
煌
莫
高
窟
第
四
五
四
窟（
宋
）、
第

四
五
六
窟（
隋
、
経
変
図
は
宋
）及
び
安
西
楡
林
窟
第
三
二
窟（
五
代
）に
確
認
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
「
梵
網
経
変
」
に
つ
い
て
、
霍
熙
亮
氏
は
傍
題
に
基
づ
き
な
が
ら
、
経
変
図
の
内
容
の

同
定
を
行
い
、
研
究
の
基
盤
を
築
い
た（
29
）。
以
下
、
そ
の
研
究
成
果
に
よ
り
な
が
ら
、
経

変
図
の
内
容
を
改
め
て
確
認
し
た
上
で
、
問
題
の
箇
所
を
検
討
し
た
い
。

　

現
存
す
る
三
つ
の
「
梵
網
経
変
」
の
う
ち
、
最
も
保
存
状
態
が
よ
く
、
豊
富
な
内
容
が
確

認
で
き
る
の
は
莫
高
窟
第
四
五
四
窟
の
主
室
北
壁
の
東
端
に
描
か
れ
た
「
梵
網
経
変
」（
図

8
）で
あ
る
。
こ
れ
を
例
に
み
る
と
、
画
面
の
中
央
に
禅
定
印
を
結
ぶ
如
来
像
が
結
跏
趺
坐

し
、
そ
の
台
座
の
仰
蓮
に
各
々
如
来
坐
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
る（
図
9
）。
こ
れ
は
明
ら
か
に

『
梵
網
経
』
下
巻
の
「
我
今
盧
舍
那
、
方
坐
蓮
花
台
、
周
匝
千
花
上
、
復
現
千
釈
迦
、
一
花

百
億
国
、
一
国
一
釈
迦
、
各
坐
菩
提
樹
、
一
時
成
仏
道
、
如
是
千
百
億
、
盧
舍
那
本
身
」（
30
）

と
い
う
記
述
と
よ
く
一
致
し
、
仰
蓮
の
如
来
坐
像
が
千
花
の
上
の
千
の
釈
迦
に
あ
た
る
と
思

わ
れ
る
。
盧
舎
那
仏
の
前
に
は
供
物
を
奉
る
供
案
が
置
か
れ
、
盧
舎
那
仏
の
左
右
と
下
方
に

は
法
会
を
聴
聞
す
る
菩
薩
、
神
将
、
僧
俗
、
帝
王
百
官
、
西
域
王
子
、
六
畜
な
ど
が
描
か
れ

て
い
る
。
盧
舎
那
仏
を
中
心
と
し
た
説
法
会
は
こ
の
経
変
図
の
中
心
的
な
内
容
で
あ
る
と
い

え
る
。

　

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
中
央
の
如
来
坐
像
、
す
な
わ
ち
盧
舎
那
仏
の
肉
髻
か
ら
雲
気

が
七
筋
立
ち
上
が
り
、
雲
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
合
掌
す
る
、
あ
る
い
は
両
手
を
法
衣
の
中
に
隠

す
坐
仏
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
七
体
の
坐
仏
の
周
囲
に
諸
方
か
ら
仏
菩
薩
が

雲
に
乗
っ
て
法
会
に
赴
く
様
子
も
あ
ら
わ
さ
れ
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
七
体
の
坐
仏

は
、
霍
氏
は
、『
梵
網
経
』
に
お
け
る
盧
舎
那
仏
が
説
く
「
我
化
為
千
釈
迦
拠
千
世
界
」（
31
）

と
い
う
内
容
に
あ
た
る
と
み
て
盧
舎
那
仏
の
化
身
で
あ
る
千
の
釈
迦
で
あ
る
と
考
え
て
い

る（
32
）。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
以
下
改
め
て
検
討
す
る
。

　

経
変
図
の
最
上
部
に
は
、
釈
迦
仏
が
摩
醯
首
羅
天
宮
に
て
説
法
す
る
場
面
が
み
ら
れ
る

（
図
10
）。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
霍
氏
は
特
段
考
察
を
展
開
し
て
い
な
か
っ
た
。『
梵
網

経
』
下
巻
の
冒
頭
部
で
は
、
盧
舎
那
仏
が
心
地
法
門
品
を
説
い
た
後
、
諸
仏
に
一
切
衆
生
の

た
め
に
「
心
地
法
門
」
を
説
く
よ
う
に
命
じ
る
。
そ
の
後
、
盧
舎
那
仏
の
化
身
で
あ
る
千
の

花
弁
上
の
仏
と
千
百
億
の
釈
迦
は
、
蓮
華
台
蔵
世
界
か
ら
消
え
、
地
上
か
ら
天
界
を
順
に
上

昇
し
な
が
ら
説
法
し
、
最
後
に
天
界
四
禅
の
摩
醯
首
羅
天
王
の
宮
殿
に
赴
き
、
盧
舎
那
仏
所

説
の
「
心
地
法
門
品
」
を
説
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
経
変
図
の
最
上
部
の
典
拠
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
経
変
図
の
左
右
両
側
中
上
部
に
お
い
て
、
十
八
個
近
似
し
て
い
る
場
面
が
あ

る
。
そ
の
詳
細
を
み
る
と
、
供
案
の
後
ろ
に
一
仏
、
二
菩
薩
、
二
弟
子
が
み
ら
れ
、
そ
の
供

案
の
前
に
僧
俗
ら
が
合
掌
し
て
跪
い
て
い
る
場
面
は
ほ
と
ん
ど
で
あ
る（
挿
図
11
）。
そ
れ
ら

の
傍
題
に
は
、『
梵
網
経
』
下
巻
に
説
か
れ
る
「
十
重
四
十
八
軽
戒
」
の
内
容
が
書
か
れ
て

お
り
、
受
戒
図
の
形
で
戒
条
の
内
容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

最
後
に
、
経
変
図
の
最
下
部
の
左
右
両
端
に
は
、『
梵
網
経
』
下
巻
の
第
三
十
六
軽
戒
の

誓
願
が
十
個
の
場
面
で
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
僧
侶
が
牀
座
に
座
っ
て
様
々
な
自
傷

行
為
を
行
い
、
俗
人
が
そ
の
前
に
跪
い
て
い
る
場
面
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る（
33
）。
第
三
十
六

軽
戒
の
誓
願
は
十
三
条
あ
り
、
い
ず
れ
も
菩
薩
が
、
た
と
え
「
百
千
刃
刀
割
断
其
舌
」（
34
）等

を
し
て
も
戒
を
犯
し
た
く
な
い
、
と
い
う
持
戒
の
決
意
を
表
明
し
て
い
る
。

　

第
四
五
四
窟
の
「
梵
網
経
変
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
第
三
十
六
軽
戒
の
誓
願
の
画
面
を
除

き
、
ほ
と
ん
ど
同
様
な
も
の
は
楡
林
窟
第
三
二
窟
、
莫
高
窟
第
四
五
六
窟
の
「
梵
網
経
変
」

に
も
認
め
ら
れ
る
。
当
時
、
一
定
の
図
様
の
規
範
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
、
改
め
て
「
梵
網
経
変
」
の
七
体
の
雲
中
化
仏
に
注
目
し
た
い
。
霍
氏
は
、
こ
れ

ら
の
化
仏
は
、
千
の
世
界
に
あ
る
盧
舎
那
仏
の
化
身
で
あ
る
千
の
釈
迦
仏
に
あ
た
る
可
能
性

が
高
い
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
盧
舎
那
仏
の
台
座
の
仰
蓮
に
は
千
葉（
千
の
世
界
）に
あ
る

千
の
釈
迦
が
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
千
の
釈
迦
を
重
複
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
や
や
不

自
然
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、『
梵
網
経
』
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
雲
中
化
仏
の
表
現
は
何
の
場
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面
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
、
先
ほ
ど
す
で
に
触
れ
た
『
梵

網
経
』
下
巻
の
内
容
が
注
目
さ
れ
る
。

（
前
略
）汝
諸
仏
転
我
所
説
。
與
一
切
衆
生
開
心
地
道
。
時
蓮
花
台
蔵
世
界
赫
赫
天
光
師
子
座

上
盧
舍
那
仏
放
光
光
。
告
千
花
上
仏
。
持
我
心
地
法
門
品
。
而
去
復
転
為
千
百
億
釈
迦
及
一

切
衆
生
。
次
第
説
我
上
心
地
法
門
品
。
汝
等
受
持
読
誦
一
心
而
行（
35
）。（
後
略
）

　

す
な
わ
ち
、
盧
舎
那
仏
が
諸
仏
に
一
切
衆
生
の
た
め
に
「
心
地
法
門
」
を
説
く
よ
う
に
命

じ
た
。
そ
の
時
、
盧
舎
那
仏
が
様
々
な
光
を
放
ち
、
千
の
花
弁
の
上
に
坐
す
諸
仏
に
以
下
の

こ
と
を
告
げ
た
。
我
が
「
心
地
法
門
品
」
の
教
え
を
保
持
し
て
退
去
せ
よ
。
そ
し
て
さ
ら
に

教
え
の
方
向
を
転
じ
て
、
千
百
億
の
釈
迦
及
び
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
我
が
す
で
に
説
い
た

「
心
地
法
門
品
」
を
順
次
に
布
教
せ
よ
。
汝
ら
は
こ
れ
を
受
け
取
り
、
読
誦
し
、
一
心
に
実

行
せ
よ（
36
）。

　

筆
者
は
、「
梵
網
経
変
」
に
み
ら
れ
る
七
体
の
雲
中
化
仏
は
、
盧
舎
那
仏
の
説
い
た
「
心

地
法
門
品
」
を
持
っ
て
退
去
す
る
千
の
花
弁
の
上
に
坐
す
諸
仏
に
あ
た
る
と
指
摘
し
た
い
。

こ
こ
で
は
、
特
に
「
梵
網
経
変
」
の
雲
中
化
仏
に
極
め
て
類
似
す
る
表
現
が
多
く
の
「
観
無

量
寿
経
変
」
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
莫
高
窟
第
一
〇
三
窟（
盛

唐
）北
壁
の
「
観
無
量
寿
経
変
」（
図
12
）を
例
に
み
る
と
、
如
来
の
白
毫
か
ら
雲
気
が
十
筋
立

ち
上
が
り
、
雲
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
化
仏
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
表
現
に
つ
い
て
、
大
西
磨
希
子
氏
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
「
爾
時
世
尊
放
眉
間

光
。
其
光
金
色
。
遍
照
十
方
無
量
世
界
。
還
住
仏
頂
。
化
為
金
台
如
須
弥
山
。
十
方
諸
仏
浄

妙
国
土
。
皆
於
中
現
」（
37
）と
あ
る
箇
所
に
基
づ
く
も
の
と
指
摘
し
た（
38
）。
す
な
わ
ち
、「
観

無
量
寿
経
変
」
で
は
、
仏
の
白
毫
か
ら
放
た
れ
た
光
を
雲
で
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
梵
網
経
変
」
に
み
ら
れ
る
雲
中
化
仏
は
、
ま
さ
に
盧
舎
那
仏
の
放
光
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、『
梵
網
経
』
に
お
い
て
、
盧
舎
那
仏
の
放
光
は
、
上
述
引
文
の

一
箇
所
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
盧
舎
那
仏
の
肉
髻
か
ら
雲
気
が
立
ち

上
が
り
、
雲
の
上
に
化
仏
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
表
現
は
、
仏
の
放
光
と
心
地
法
門
の
伝
授
と
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
莫
高
窟
第
四
五
四
窟
の
「
梵
網
経
変
」
で
は
、
七
体
の
化
仏
の
う

ち
、
左
右
両
端
の
二
体
が
体
を
左
右
に
向
け
て
飛
行
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二

体
の
化
仏
は
ま
さ
に
千
百
億
の
釈
迦
と
一
切
衆
生
の
た
め
に
、「
心
地
法
門
品
」
を
広
め
よ

う
と
し
て
い
る
様
子
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
存
の
「
梵
網
経
変
」
の
作
例
は
い
ず
れ
も
蓮
弁
線
刻
画
よ
り
制
作
時
期
が
遅
れ
て
い
る

が
、
以
上
の
検
討
か
ら
考
え
れ
ば
、
線
刻
画
に
み
ら
れ
る
雲
中
化
仏
は
、
松
本
氏
に
指
摘
さ

れ
た
と
お
り
、
盧
舎
那
仏
を
供
養
す
る
無
量
の
化
仏
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
つ
ま

り
、
蓮
弁
線
刻
画
の
最
上
部
は
盧
舎
那
仏
の
勅
命
を
奉
じ
た
千
の
花
弁
上
の
釈
迦
が
身
よ
り

光
を
放
つ
場
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

　

線
刻
画
の
最
上
部
の
如
来
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
摩
醯
首
羅
天
王
宮
で
説
法
す
る
釈
迦
の
姿

を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る（
39
）。『
梵
網
経
』
下
巻
に
よ
る
と
、

化
仏
た
ち
の
盧
舎
那
仏
へ
の
供
養
が
終
わ
っ
た
後
、
千
の
花
弁
上
の
仏
と
千
百
億
の
釈
迦
が

蓮
華
台
蔵
世
界
海
か
ら
消
え
、
そ
れ
ぞ
れ
閻
浮
堤
に
あ
る
菩
提
樹
の
下
に
戻
り
、
妙
光
堂
で

十
世
界
海
を
説
き
、
さ
ら
に
帝
釈
宮
や
、
炎
天
や
、
第
四
天（
兜
率
天
）や
化
楽
天
な
ど
、
最

後
に
天
界
四
禅
の
摩
醯
首
羅
天
王
の
宮
殿
に
赴
い
て
「
心
地
法
門
品
」
を
説
い
た
と
い
う
。

　

線
刻
画
の
如
来
坐
像
が
説
法
相
を
あ
ら
わ
し
、
そ
し
て
、
二
十
五
段
の
天
界
の
区
画
の
上

に
位
置
し
て
い
る
。『
梵
網
経
』
で
は
、
色
界
は
十
八
天
で
あ
り
、
摩
醯
首
羅
天
は
そ
の
最

上
段
に
位
置
す
る
天
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
や
は
り
『
梵
網

経
』
に
説
か
れ
る
、
摩
醯
首
羅
天
王
宮
で
説
法
す
る
釈
迦
の
姿
が
意
識
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性

は
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る（
40
）。

　

要
す
る
に
、
線
刻
画
の
最
上
部
は
、
千
の
花
弁
上
の
釈
迦
の
放
光
と
摩
醯
首
羅
天
王
宮
に

お
け
る
釈
迦
の
説
法
と
い
う
二
つ
の
場
面
を
同
時
に
表
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し

て
、『
梵
網
経
』
上
巻
の
巻
首
に
説
か
れ
る
、
摩
醯
首
羅
天
王
宮
に
お
け
る
釈
迦
の
放
光
が

注
意
さ
れ
る
。

爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
。
在
第
四
禅
地
中
摩
醯
首
羅
天
王
宮
。
與
無
量
大
梵
天
王
不
可
説
不
可
説

菩
薩
衆
説
蓮
花
台
蔵
世
界
盧
舍
那
仏
所
説
心
地
法
門
品
。
是
時
釈
迦
身
放
慧
光
所
照
。
従
此
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天
王
宮
乃
至
蓮
花
台
蔵
世
界
。
其
中
一
切
世
界
一
切
衆
生
。
各
各
相
視
歓
喜
快
楽
。
而
未
能

知
此
光
光
何
因
何
縁
。
皆
生
疑
念
。
無
量
天
人
亦
生
疑
念（
41
）。（
後
略
）

　

摩
醯
首
羅
天
王
宮
に
お
い
て
、
釈
迦
仏
は
、
盧
舎
那
仏
所
説
の
心
地
法
門
品
を
説
い
た

時
、
身
か
ら
光
明
を
放
ち
、
一
切
の
世
界
を
照
ら
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
光
の
因
縁
に
つ
い

て
誰
も
知
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
続
い
て
、
釈
迦
仏
が
蓮
花
台
蔵
世
界
の
百
萬
億
紫

金
剛
光
明
宮
に
赴
き
、
盧
舎
那
仏
に
菩
薩
成
仏
の
果
に
つ
い
て
そ
の
相
を
た
ず
ね
、
盧
舎
那

仏
が
「
心
地
法
門
品
」
を
説
い
た
。
こ
れ
は
『
梵
網
経
』
上
巻
の
内
容
と
な
る
。

　

こ
の
『
梵
網
経
』
上
巻
の
巻
首
に
み
ら
れ
る
、
摩
醯
首
羅
天
王
宮
に
お
い
て
心
地
法
門
品

を
説
い
て
い
る
釈
迦
仏
と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
『
梵
網
経
』
下
巻
に
み
ら
れ
る
盧
舎
那
仏
の
勅

命
を
奉
じ
て
摩
醯
首
羅
天
王
の
宮
殿
に
赴
い
て
「
心
地
法
門
品
」
を
説
い
た
釈
迦
仏
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
線
刻
画
の
最
上
部
の
如
来
に
摩
醯
首
羅

天
王
宮
で
説
法
す
る
釈
迦
の
姿
が
強
く
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
や
は
り
釈
迦
が
説

法
し
て
い
る
時
の
放
光
は
、
線
刻
画
が
意
図
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
大
蓮
華
に
蔵
さ
れ
る

三
千
大
千
世
界
は
、
そ
の
光
が
照
ら
し
た
「
一
切
世
界
」
を
表
現
し
て
い
る
一
面
も
あ
る
と

推
測
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
松
本
氏
に
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
線
刻
画
に
あ
ら
わ
さ
れ

る
雲
中
化
仏
は
『
梵
網
経
』
の
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
そ
の
本
質

は
仏
の
放
光
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
線
刻
画
最
上
部
の
如
来
は
、『
梵
網
経
』

に
説
か
れ
る
摩
醯
首
羅
天
王
宮
で
説
法
す
る
釈
迦
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
そ

れ
を
再
検
討
し
た
結
果
、
釈
迦
の
放
光
が
そ
の
根
底
に
あ
る
意
図
で
あ
る
と
も
指
摘
で
き

る
。『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
仏
の
放
光
が
線
刻
画
の
主
題
的
な
表
現
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

三
、
大
海
に
浮
か
ぶ
大
蓮
華
に
つ
い
て

　（
一
）研
究
史
と
問
題
点

　

本
節
で
は
、
線
刻
図
の
最
下
部
に
あ
る
大
蓮
華
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
先
ほ
ど
述
べ
た

と
お
り
、
こ
の
大
蓮
華
は
最
上
部
の
仏
が
坐
す
蓮
肉
の
蓮
弁
で
あ
り
、
そ
れ
に
三
千
大
千
世

界
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
蓮
華
が
波
打
つ
巨
大
な
海
の
上
に
浮
か
ん
で
お
り
、
そ
の
海

を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
聳
え
立
つ
山
脈
が
左
右
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
こ
の
大
蓮
華
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
、『
華
厳
経
』

に
説
か
れ
る
盧
舎
那
仏
の
世
界
「
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」
の
構
造
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

（『
華
厳
経
』
の
漢
訳
で
は
、
東
晋
・
仏
駄
跋
陀
羅
訳
六
十
巻
本
と
唐
・
実
叉
難
陀
訳
八
十
巻

本
が
あ
る
。
以
下
、
特
に
明
記
し
な
い
も
の
は
八
十
華
厳
に
よ
る
）。『
華
厳
経
』
の
「
華
蔵

世
界
品
」
に
よ
る
と
、「
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（
42
）。

　

そ
こ
に
は
無
数
の
風
輪
が
重
な
っ
て
お
り
、
最
上
の
風
輪
で
あ
る
「
殊
勝
威
光
蔵
」
の
上

に
香
水
海
が
広
が
っ
て
い
る
。
香
水
海
に
「
種
種
光
明
蕊
香
幢
」
と
い
う
大
蓮
華
が
生
え
、

こ
の
大
蓮
華
は
「
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」
の
舞
台
と
な
る
。
香
水
海
は
「
金
剛
輪
山
」
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
大
地
は
固
く
て
清
ら
か
で
、
平
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
大
地
に
は
無
数
の
香
水
海
が
あ
り
、
各
香
水
海
の
中
に
一
「
世
界
種
」
が
含
ま
れ
て

い
る
。
一
つ
の
世
界
種
の
中
に
は
無
数
の
世
界
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
大
蓮
華
の
中
央
に
あ
る

香
水
海
「
無
辺
妙
華
光
」
の
中
の
世
界
種
は
「
普
照
十
方
熾
然
宝
光
明
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の

中
に
縦
に
二
十
個
の
世
界
が
重
な
り
、
各
世
界
を
ま
た
無
数
の
世
界
が
と
り
ま
い
て
い
る
。

そ
の
う
ち
下
か
ら
十
三
番
目
の
世
界
は
わ
れ
わ
れ
の
娑
婆
世
界
で
、
そ
こ
に
は
盧
舎
那
仏
が

い
る
。

　

以
上
は
、「
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」
の
構
造
の
概
略
で
あ
る
が
、
蓮
弁
線
刻
画
の
大
蓮
華
に

つ
い
て
、
早
く
か
ら
岩
上
智
量
氏
は
、『
華
厳
経
』
に
説
く
華
蔵
世
界
を
支
え
て
い
る
一
大

蓮
華
で
あ
る
と
指
摘
し
た（
43
）。
狭
川
宗
玄
氏
も
岩
上
説
に
賛
同
し
、
さ
ら
に
海
を
取
り
囲

む
山
脈
を
、『
華
厳
経
』
に
あ
る
金
剛
輪
山
で
あ
る
と
述
べ
た（
44
）。
以
上
の
理
解
が
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
支
持
を
受
け
て
い
る（
45
）。
ま
た
、
橋
本
氏
は
『
華
厳
経
』
に
説
く
世
界
性
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（
六
十
華
厳
の
世
界
種
の
訳
語
）を
支
え
て
い
る
上
層
の
蓮
華
が
線
刻
画
の
大
蓮
華
に
あ
た
る

と
考
え
た（
46
）。

　

こ
う
し
た
『
華
厳
経
』
に
基
づ
く
解
釈
に
対
し
、
松
本
氏
は
、
如
来
像
の
台
座
な
い
し
そ

の
蓮
弁
中
に
天
界
や
須
弥
山
が
描
か
れ
る
こ
と
は
、『
梵
網
経
』
所
説
の
世
界
観
の
一
表
現

と
し
て
把
握
し
う
る
と
述
べ
、『
華
厳
経
』
に
言
う
世
界
を
蔵
す
る
大
蓮
華
に
、「
仏
の
座
と

し
て
の
観
念
」
を
加
え
て
い
る
の
は
『
梵
網
経
』
独
自
の
世
界
説
で
あ
り
、
大
蓮
弁
の
図
様

も
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
『
梵
網
経
』
に
よ
り
近
い
と
指
摘
し
た（
47
）。

　

し
か
し
、
本
論
で
は
、
特
に
以
下
の
二
つ
の
問
題
点
に
注
目
し
た
い
。
①
『
華
厳
経
』
で

も
『
梵
網
経
』
で
も
、
蓮
弁
の
中
に
か
さ
ね
て
蓮
華
を
表
す
こ
と
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ

と（
48
）。
②
東
大
寺
大
仏
の
台
座
は
銅
座
と
石
座
か
ら
な
る
二
重
の
構
造
を
示
す
こ
と
。

　

①
に
つ
い
て
、
千
葉
の
蓮
弁
の
う
ち
、
各
蓮
弁
に
三
千
大
千
世
界
が
蔵
さ
れ
る
と
説
か
れ

る
『
梵
網
経
』
で
も
、
三
千
大
千
世
界
を
ど
う
表
現
す
る
か
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
蓮
弁
線
刻
画
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
大
寺
大
仏
は
『
華
厳
経
』
に
基
づ
い
て
発
願
さ
れ
た
も
の

で
あ
り（
49
）、
二
重
構
造
の
台
座
は
自
ず
と
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
「
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」

の
構
造
を
思
わ
せ
る
。
つ
ま
り
、
下
の
石
座
は
、
香
水
海
に
生
え
る
大
蓮
華
で
あ
り
、
上
の

銅
座
は
そ
の
中
央
の
世
界
種
を
支
え
る
蓮
華
で
あ
る
。
同
世
界
種
の
う
ち
、
下
か
ら
十
三
番

目
の
世
界
、
娑
婆
世
界
に
盧
舎
那
仏
が
お
り
、
そ
れ
は
銅
座
上
の
大
仏
に
あ
た
る
と
考
え
ら

れ
る
。
二
重
の
台
座
は
『
華
厳
経
』
の
世
界
観
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

大
陸
に
現
存
す
る
絵
画
作
例
の
「
華
厳
経
変
」（
50
）に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
画
面
最
下
部

に
「
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」
を
表
現
す
る
大
蓮
華
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
近
似
し
て
い
る
表
現
が
確
認
で
き
る
。

　

敦
煌
莫
高
窟
に
お
い
て
は
、『
敦
煌
石
窟
内
容
総
録
』
に
よ
れ
ば
、
唐
代
の
「
華
厳
経
変
」

だ
け
で
も
十
五
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
四
四
窟（
盛
唐
）、
第
二
三
一
窟（
中

唐
）、
第
八
五
窟（
晩
唐
）（
図
13
〜
14
）、
第
一
二
窟（
晩
唐
）な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
壁
画
以

外
の
絵
画
作
例
に
つ
い
て
は
、
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
ペ
リ
オ
将
来
敦
煌
絵
画
「
華
厳
経
変
図
」

（
五
代
）（
図
15
〜
16
）が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
作
例
に
関
す
る
以
下

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
エ
ス
氏
の
解
説
文
を
引
用
し
て
そ
の
画
面
最
下
部
の
図
様
を
説
明
し
て
い

く（
51
）。

「
最
下
部
の
図
様
は
華
蔵
世
界
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ
は
、
彩
雲
と
蓮
華
の
列
と
の
間
に
大

き
く
弧
を
描
く
色
さ
ま
ざ
ま
な
多
数
の
風
輪（
各
種
の
象
徴
的
な
標
幟
を
描
き
入
れ
る
）に

よ
っ
て
ま
ず
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
華
蔵
世
界
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
香
水
の

満
ち
た
大
海
か
ら
左
右
二
体
の
竜
王
に
支
え
ら
れ
て
咲
き
出
し
た
穢
れ
を
知
ら
ぬ
大
輪
の
蓮

華（
不
染
蓮
華
）が
認
め
ら
れ
る
。
経
典
に
よ
れ
ば
華
蔵
世
界
と
は
こ
の
大
き
な
花
の
上
に
四

方
に
門
を
開
い
た
城
壁
に
囲
ま
れ
た
無
数
の
世
界（
百
億
千
世
界
）の
様
式
化
さ
れ
た
表
現
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
」

　

こ
う
し
た
大
陸
の
「
華
厳
経
変
」
の
作
例
を
参
照
す
れ
ば
、
線
刻
画
の
大
海
に
浮
か
ぶ
大

蓮
華
の
表
現
は
確
か
に
『
華
厳
経
』
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
大
蓮
華
の
蓮
弁
の
中
に
ま
た
三
千
大
千
世
界
を
表
す
表
現
は
全
く
確
認
で

き
ず
、
以
上
に
指
摘
し
た
問
題
点
①
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
と
異
な
る
視

点
か
ら
、
大
蓮
華
の
表
現
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　（
二
）『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
か
ら
み
た
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様

　

大
蓮
華
の
表
現
を
再
考
す
る
に
あ
た
っ
て
、
奈
良
時
代
の
蓮
華
蔵
世
界
の
構
造
に
関
す
る

長
岡
龍
作
氏
の
一
連
の
論
考（
52
）に
注
目
し
た
い
。

　

長
岡
氏
は
、
蓮
華
蔵
世
界
を
奈
良
時
代
の
重
要
な
他
界
観
と
し
て
位
置
付
け（
53
）、
蓮
華

蔵
世
界
へ
の
往
生
は
、『
華
厳
経
』
に
傾
倒
し
た
聖
武
天
皇
を
中
心
に
意
識
さ
れ
た
往
生
観

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
十
地（
菩
薩
が
修
行
す
る
十
の
階
梯
）の
世
界
で
あ
る
「
天
界
」
を
通
過

す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
特
に
東
大
寺
の

美
術
は
、
蓮
華
蔵
世
界
を
目
指
す
聖
武
天
皇
の
意
図
に
沿
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
、
そ
の

意
図
が
顕
著
な
作
例
と
し
て
正
倉
院
の
夾
纈
屏
風
、
臈
纈
屏
風
を
あ
げ
た
。

　

こ
う
し
た
蓮
華
蔵
世
界
の
構
造
を
端
的
に
示
す
の
は
、
聖
武
天
皇
の
七
七
日
に
あ
た
る
天
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平
勝
宝
八
歳（
七
五
六
）六
月
二
十
一
日
に
、
光
明
皇
太
后
に
よ
っ
て
東
大
寺
大
仏
に
献
納
さ

れ
た
宝
物
の
目
録 

│ 『
国
家
珍
宝
帳
』
の
願
文
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た（
54
）。
願
文
の
巻
尾

に
は
「
伏
願
用
此
善
因
。
奉
資
冥
助
。
早
游
十
聖
。
普
済
三
途
。
然
後
鳴
鑾
花
蔵
之
宮
。
住

蹕
涅
槃
之
岸
」（
55
）と
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
献
納
の
目
的
は
、
聖
武
天
皇
の
聖
霊
が
「
十

聖
」（
十
地
）を
旅
し
、
鑾
を
「
花
蔵
の
宮
」（
蓮
華
蔵
世
界
）に
鳴
ら
し
、
悟
り
の
境
地
を
得
る

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
奈
良
時
代
に
お
け
る
蓮
華
蔵
世
界
観
か
ら
み
れ
ば
、
蓮
弁
線
刻
画
と
十
地
思
想

と
の
密
接
な
関
係
性
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
十
地
と
は
、
大
乗
経
典
に
お
い
て
説
か
れ
る
最
も

代
表
的
な
菩
薩
の
階
位
で
あ
り
、
仏
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
菩
薩
の
境
地
を
十
の
段
階
に

分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
説
く
『
十
地
経
』
が
漢
訳
さ
れ
、
そ
の
内
容
は

『
華
厳
経
』
に
も
編
入
さ
れ
て
「
十
地
品
」
と
な
っ
て
い
る（
56
）。

　

そ
も
そ
も
、
東
大
寺
の
前
身
寺
院
と
さ
れ
る
金
鍾
寺
の
「
金
鍾
」
な
る
語
は
、『
華
厳
経
』

（
六
十
華
厳
）「
十
地
品
」
の
、
第
十
地
の
菩
薩
が
灌
頂
を
受
け
る
際
の
香
水
を
入
れ
る
容
器

で
あ
る
「
金
鍾
」
に
由
来
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
57
）。

　
『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
と
東
大
寺
の
仏
教
美
術
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
法

華
堂
不
空
羂
索
観
音
像（
挿
図
17
）に
関
す
る
浅
井
和
春
氏
の
指
摘
が
あ
る（
58
）。
浅
井
氏
は
、

『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
に
お
い
て
、
第
十
地
法
雲
地
に
住
む
菩
薩
が
摩
醯
首
羅
天
王（
大
自
在

天
）と
な
る
と
述
べ
、
不
空
羂
索
観
音
関
係
の
経
典
で
は
、
い
ず
れ
も
同
観
音
の
姿
が
摩
醯

首
羅
天
に
似
る
と
説
か
れ
る
点
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
摩
醯
首
羅
天
が
、『
大
般
涅
槃
経
』

や
『
大
智
度
論
』
に
は
法
華
堂
像
と
同
じ
く
三
目
八
臂
の
形
で
表
わ
さ
れ
る
と
記
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
不
空
羂
索
観
音
像
と
法
雲
地
の
菩
薩
と
が
関
係
す
る
と
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
、
濱
田
恒
志
氏
は
、
浅
井
氏
の
指
摘
に
基
づ
き
、『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
に
説
か

れ
る
法
雲
地
の
内
容
が
不
空
羂
索
観
音
像
の
宝
冠（
図
18
）の
表
現
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を

論
じ
た（
59
）。
ま
た
、
長
岡
氏
も
不
空
羂
索
観
音
像
が
初
地
か
ら
第
十
地
ま
で
の
菩
薩
を
導

く
観
音
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
論
証
し
た（
60
）。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
う
ち
、
本
論
は
特
に
濱
田
氏
の
論
考
か
ら
大
き
な
示
唆
を
得
た
。

濱
田
氏
は
第
十
地
法
雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
の
様
子
に
注
目
し
、
法
雲
地
の
菩
薩
の
全
身
か
ら

放
つ
光
明
は
不
空
羂
索
観
音
像
の
荘
厳
具
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
光
条
に
、
ま
た
諸
仏
か
ら
放
た

れ
て
菩
薩
の
頂
上
に
入
る
光
明
は
宝
冠
に
接
続
す
る
他
と
区
別
さ
れ
る
光
条
の
表
現
に
対
応

し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

濱
田
氏
は
光
明
の
表
現
に
注
目
し
た
が
、
改
め
て
『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
に
記
さ
れ
る
法

雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
の
様
子
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
線
刻
画
の
図
様
と
多
く
の
点
で

合
致
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
以
下
、
法
雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
の
様
子
を
詳
し
く
確

認
す
る（
61
）。

　

ま
ず
、
第
九
地
善
慧
地
の
菩
薩
が
無
量
の
智
慧
に
よ
っ
て
「
善
く
思
惟
し
修
習
し
」（
62
）以

下
の
十
事
を
観
察
す
る
と
き
、「
名
付
け
て
一
切
種
の
一
切
智
智
を
得
た
る
受
職
の
位
と
為

す
」（
63
）。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
は
、
成
仏
の
灌
頂
を
受
け
る
資
格
が
そ
な
わ
り
、
受
職
の
位

（
灌
頂
地
）、
す
な
わ
ち
法
雲
地
を
得
る
。

（
前
略
）受
職
地
に
入
り
已
り
て
、
即
ち
菩
薩
の
離
垢
三
昧
、（
中
略
）其
の
最
後
の
三
昧
を
一

切
の
勝
れ
た
る
職
位
を
受
く
と
名
く
。
此
の
三
昧
の
現
在
前
す
る
時
、
大
宝
蓮
華
有
り
忽
然

と
し
て
出
生
す
、
其
の
華
は
広
大
に
し
て
量
は
百
万
の
三
千
大
千
世
界
に
等
し
く
、
衆
の
妙

宝
を
以
て
間
錯
し
て
荘
厳
し
、（
中
略
）其
の
華
は
常
に
無
量
の
光
明
有
り
、
衆
宝
を
蔵
と
為

し
宝
網
弥
覆
し
。
十
の
三
千
大
千
世
界
の
微
塵
数
の
蓮
華
を
以
て
眷
属
と
為
す
。
爾
の
時
に

菩
薩
は
此
の
華
座
に
坐
し
て
身
相
の
大
小
は
正
に
相
ひ
称
可
し
、
無
量
の
菩
薩
を
以
て
眷
属

と
為
し
て
、
各
其
の
餘
の
蓮
華
の
上
に
坐
し
周
匝
し
て
囲
繞
せ
り
。
一
一
各
百
万
の
三
昧
を

得
て
、
大
菩
薩
に
向
ひ
て
一
心
に
瞻
仰
せ
り（
64
）。（
後
略
）

　

法
雲
地
を
得
た
菩
薩
は
、
無
数
の
三
昧
の
実
践
の
後
、「
受
一
切
智
勝
職
位
」
と
呼
ば
れ

る
三
昧
に
入
る
。
こ
の
三
昧
が
現
前
す
る
や
、
大
宝
蓮
華
と
い
う
大
き
な
蓮
華
が
突
然
に
し

て
出
現
す
る
。
そ
の
大
蓮
華
は
百
万
の
三
千
大
千
世
界
と
同
じ
広
さ
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

様
々
な
宝
石
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
常
に
無
量
の
光
明
を
放
ち
、
様
々
な
宝
石
が
内
蔵

さ
れ
、
宝
石
の
網
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
宝
蓮
華
は
無
数
の
蓮
華
を
眷
属
と
し
、
大
菩

薩（
法
雲
地
の
菩
薩
）の
眷
属
で
あ
る
無
数
の
菩
薩
は
、
こ
れ
ら
の
蓮
華
の
上
に
坐
し
、
大
菩
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薩
の
ま
わ
り
に
百
万
の
三
昧
を
得
て
、
大
菩
薩
を
一
心
に
瞻
仰
す
る
。

（
前
略
）此
の
菩
薩
は
彼
の
大
蓮
華
座
に
坐
す
る
時
、
両
足
の
下
に
於
て
百
万
阿
僧
祇
の
光
明

を
放
ち
、
普
く
十
方
の
諸
の
大
地
獄
を
照
し
て
、
衆
生
の
苦
を
滅
す
。
両
膝
輪
に
於
て
百
万

阿
僧
祇
の
光
明
を
放
ち
、
普
く
十
方
の
諸
の
畜
生
趣
を
照
し
て
、
衆
生
の
苦
を
滅
す
。（
中

略
）其
の
頂
上
よ
り
百
万
阿
僧
祇
の
三
千
大
千
世
界
の
微
塵
数
の
光
明
を
放
ち
、
普
く
十
方

の
一
切
世
界
の
、
諸
仏
如
来
の
道
場
の
衆
会
を
照
し
。
右
に
遶
る
こ
と
十
匝
し
、
虚
空
の
中

に
住
し
て
、
光
明
の
網
を
成
じ
、
熾
然
光
明
と
名
つ
け
、
種
々
な
る
諸
の
供
養
の
事
を
発
起

し
て
仏
を
供
養
し
た
て
ま
つ
る
。（
中
略
）こ
の
大
光
明
は
是
の
如
き
の
供
養
の
事
を
作
し
畢

り
て
、
復
十
方
一
切
の
世
界
の
一
一
の
諸
仏
の
道
場
の
衆
会
を
遶
り
て
経
る
こ
と
十
匝
し
已

り
、
諸
の
如
来
の
足
下
よ
り
し
て
入
る（
65
）。（
後
略
）

　

菩
薩
は
こ
の
大
蓮
華
に
坐
し
た
と
き
、
そ
の
両
足
の
下
、
両
膝
輪
、
齎（
臍
）輪
、
左
右

脇
、
両
肩
上
な
ど
か
ら
頂
上
に
い
た
る
ま
で
、
全
身
か
ら
百
万
阿
僧
祇
の
光
明
を
放
つ
。
そ

の
光
明
は
、
六
道
か
ら
、
十
方
一
切
の
声
聞
、
独
覚
、
菩
薩
、
さ
ら
に
十
方
の
諸
仏
の
大
会

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
照
ら
し
、
そ
し
て
虚
空
に
浮
か
び
、
光
明
の
網
を
形
成
し
、
諸
仏

を
供
養
す
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
ま
た
光
明
が
十
方
一
切
世
界
の
諸
仏
の
大
会
を
め
ぐ

り
、
諸
仏
の
足
の
下
に
入
る
。

　

続
い
て
は
、
そ
の
時
、
諸
仏
お
よ
び
諸
菩
薩
は
、
こ
の
菩
薩
が
受
職
位
に
到
る
こ
と
を
知

る
。
そ
の
時
、
十
方
の
受
職
の
菩
薩
は
、
胸
か
ら
大
光
明
を
放
ち
、
そ
の
光
明
は
こ
の
大
菩

薩
の
胸
の
中
に
入
り
、
こ
の
菩
薩
の
持
つ
智
慧
の
勢
力
を
百
千
倍
に
増
長
さ
せ
る
。
そ
の

後
、
十
方
一
切
諸
仏
は
、
眉
間
よ
り
光
明
を
放
ち
、
十
方
一
切
の
世
界
を
照
ら
し
、
最
後
に

大
菩
薩
の
頂
上
に
入
る
。
そ
し
て
「
此
の
菩
薩
は
先
に
未
だ
得
ざ
る
所
の
百
万
の
三
昧
を

得
、
名
つ
け
て
已
に
受
職
の
位
を
得
と
為
し
、
仏
の
境
界
に
入
り
て
十
力
を
具
足
し
、
仏
の

数
に
堕
在
す
」（
66
）と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
は
仏
の
位
に
達
す
る
存
在
と
な
る
の
で
あ

る
。
菩
薩
の
頂
に
諸
仏
の
智
慧
の
光
明
が
注
が
れ
る
こ
と
は
、
菩
薩
が
仏
の
位
に
入
る
資
格

を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

以
上
の
内
容
を
も
と
に
改
め
て
大
蓮
華
の
表
現
を
含
め
た
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
を
観
察
す

る
と
、
そ
こ
に
は
法
雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
投
影
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し

た
い
。

　

ま
ず
、「
百
万
の
三
千
大
千
世
界
に
等
し
く
」
の
大
宝
蓮
華
は
、
線
刻
画
の
最
下
部
に
あ

ら
わ
さ
れ
る
巨
大
な
大
蓮
華
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
線
刻
画
は

三
千
大
千
世
界
が
蔵
さ
れ
る
大
蓮
華
に
坐
る
如
来
が
説
法
し
て
い
る
場
面
を
表
し
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
線
刻
画
の
大
蓮
華
は
三
千
大
千
世
界
の
広
さ
と
同
じ
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
る
。「
百
万
の
三
千
大
千
世
界
に
等
し
く
」
の
「
百
万
」
は
当
然
象
徴
的
な
言
い
方

で
あ
り
、
第
十
地
の
菩
薩
が
坐
す
大
宝
蓮
華
と
線
刻
画
の
大
蓮
華
を
関
連
付
け
る
こ
と
は
問

題
が
な
か
ろ
う
。

　

次
に
、
線
刻
画
最
上
部
に
大
蓮
華
の
蓮
肉
上
に
坐
る
仏
は
、
仏
と
な
っ
た
法
雲
地
の
菩
薩

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
平
川
彰
氏
は
、
第
十
地
法
雲
地
は
成
仏
の
灌
頂
を
受
け
る
資
格

を
得
て
か
ら
、
こ
の
儀
式
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
述

べ
る
が（
67
）、「
仏
の
境
界
に
入
り
て
十
力
を
具
足
し
、
仏
の
数
に
堕
在
す
」
の
法
雲
地
の
菩

薩
は
、
最
終
的
に
成
仏
の
灌
頂
を
受
け
て
仏
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
蓮
弁
最
上
部
の
如
来
を
囲
む
諸
菩
薩
は
い
ず
れ
も
蓮
華
に
坐
っ
て
お
り
、
ま
さ

に
大
菩
薩
の
ま
わ
り
の
眷
属
で
あ
る
無
数
の
菩
薩
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
諸
菩
薩

が
坐
る
蓮
華
は
、
大
宝
蓮
華
の
無
数
の
眷
属
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
注
目
し
た
い
の
は
、
大
蓮
華
に
坐
し
た
法
雲
地
の
菩
薩
が
全
身
か
ら
百
万
阿
僧
祇

の
光
明
を
放
ち
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
照
ら
す
こ
と
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
仏
の

放
光
と
い
う
視
点
か
ら
、
線
刻
画
の
図
様
を
解
釈
す
る
先
行
研
究
は
多
く
あ
る
。

　

例
え
ば
、
橋
本
氏
は
、
線
刻
図
の
図
様
は
、『
華
厳
経
』（
六
十
華
厳
）「
如
来
光
明
覚
品
」

の
仏
が
諸
菩
薩
の
前
で
光
を
放
ち
、
三
千
大
千
世
界
を
遍
く
照
ら
し
出
し
た
と
こ
ろ
を
表
わ

し
た
と
考
え
た（
68
）。
吉
村
怜
氏
は
二
十
五
段
の
天
界
区
画
に
つ
い
て
、『
華
厳
経
』（
六
十
華

厳
）「
如
来
光
明
覚
品
」
に
説
か
れ
る
、
盧
舎
那
仏
の
両
足
の
相
輪
か
ら
放
た
れ
た
光
明
に
着

目
し
、
そ
の
光
を
二
十
五
重
の
も
の
と
解
釈
す
る
、
智
厳
『
捜
玄
記
』
と
法
蔵
『
探
玄
記
』

の
説
明
を
引
用
し
て
、
こ
れ
が
二
十
五
層
の
天
界
の
表
現
に
対
応
し
て
い
る
と
述
べ
た（
69
）。
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本
論
で
は
、
蓮
弁
線
刻
画
に
お
い
て
、『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
仏
の
放
光
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
も
指
摘
し
た
。

　

蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
は
法
雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
の
様
子
と
多
く
通
じ
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
線
刻
画
に
み
ら
れ
る
仏
の
放
光
表
現
は
、
法
雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
が
全
身
か
ら
放
つ

百
万
阿
僧
祇
の
光
明
と
し
て
理
解
し
て
も
問
題
が
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
線
刻
画
の
大
蓮
華

に
蔵
さ
れ
る
三
千
大
千
世
界
は
、「
十
地
品
」
に
説
か
れ
る
大
蓮
華
に
坐
し
た
法
雲
地
の
菩

薩
が
全
身
か
ら
放
つ
光
明
の
照
ら
し
た
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
あ
た
る
と
想
定
で
き
る
。

　

こ
こ
で
蓮
弁
線
刻
画
の
大
蓮
華
の
表
現
の
問
題
に
戻
る
と
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
三
千
大
千

世
界
と
同
様
な
大
き
さ
を
も
つ
大
蓮
華
や
、
大
蓮
華
の
蓮
弁
に
三
千
大
千
世
界
が
蔵
さ
れ
る

と
い
う
表
現
、
ま
た
は
如
来
を
囲
む
菩
薩
衆
は
、
い
ず
れ
も
「
十
地
品
」
に
よ
っ
て
解
釈
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
新
た
に
指
摘
し
た
い
。

　

最
後
に
、
こ
の
新
た
な
解
釈
と
前
節
で
考
察
し
た
蓮
弁
線
刻
画
の
重
要
な
典
拠
と
な
る

『
梵
網
経
』
と
の
関
連
性
を
考
え
た
い
。

　
『
梵
網
経
』
上
巻
で
は
、
摩
醯
首
羅
天
王
宮
に
お
い
て
、
釈
迦
仏
は
、
心
地
法
門
品
を
説

い
た
時
、
身
か
ら
光
明
を
放
ち
、
一
切
の
世
界
を
照
ら
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
、
釈
迦
仏
が

盧
舎
那
仏
に
「
此
の
世
界
中
、
地
及
び
虚
空
の
一
切
衆
生
は
、
何
の
因
何
の
縁
の
為
に
得
て

菩
薩
の
十
地
道
を
成
ぜ
ん
や
。
当
に
成
仏
の
果
は
何
等
の
相
と
や
せ
ん
」（
70
）と
た
ず
ね
た
。

そ
の
後
、
盧
舎
那
仏
が
「
心
地
法
門
品
」
を
説
い
た
。
こ
の
「
心
地
法
門
品
」
は
四
十
項
目

か
ら
な
る
菩
薩
が
行
う
べ
き
修
行
で
あ
り
、
そ
の
最
後
は
菩
薩
の
十
地
で
あ
る
。
つ
ま
り

『
梵
網
経
』
に
お
い
て
も
菩
薩
の
十
地
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
法
雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
の
様
子
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。「
若
仏
子
、
菩
提
薩

埵
入
仏
界
体
性
地
。（
中
略
）爾
時
坐
宝
蓮
花
上
。
一
切
與
授
記
歓
喜
。
法
身
手
摩
其
頂
。
同

見
同
学
菩
薩
異
口
同
音
讃
歎
無
二
」（
71
）。『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
に
説
か
れ
る
様
子
と
比
べ

れ
ば
、
か
な
り
簡
略
的
で
あ
る
が
、
宝
蓮
花
の
上
に
坐
る
と
い
う
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
注
意
さ
れ
よ
う
。

四
、
蓮
弁
線
刻
画
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
　
　

　

以
上
、
蓮
弁
線
刻
画
の
雲
中
化
仏
と
大
海
に
浮
か
ぶ
大
蓮
華
に
着
目
し
、
線
刻
画
の
図
様

の
典
拠
を
考
察
し
た
。
最
後
に
、
以
上
の
成
果
を
も
と
に
、
線
刻
画
の
制
作
背
景
に
つ
い
て

些
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

線
刻
画
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
、
早
く
か
ら
家
永
氏
は
、
聖
武
天
皇
の
崩
御
を
境
に
蓮
華

蔵
世
界
が
往
生
の
対
象
た
る
浄
土
と
観
念
さ
れ
た
と
指
摘
し
、
線
刻
画
は
聖
武
天
皇
追
善
の

浄
土
変
と
し
て
造
顕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
た（
72
）。

　

一
方
、
近
年
で
は
、
内
藤
栄
氏
の
聖
武
天
皇
の
追
悼
に
関
す
る
論
考（
73
）も
注
目
さ
れ
る
。

内
藤
氏
は
聖
武
天
皇
の
葬
儀
か
ら
一
周
忌
斎
会
に
至
る
追
善
供
養
が
『
梵
網
経
』
に
基
づ
く

蓮
華
蔵
世
界
へ
の
往
生
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
葬
儀
と

一
周
忌
斎
会
に
お
い
て
、
聖
武
天
皇
の
聖
霊
を
乗
せ
た
輿
を
運
び
、
大
仏
の
座
へ
と
聖
武
天

皇
を
奉
安
さ
せ
る
儀
式
が
行
わ
れ
た
と
推
測
し
た
。
さ
ら
に
、
聖
武
天
皇
の
追
善
供
養
に
関

係
す
る
文
献
を
分
析
し
、
大
仏
の
蓮
華
座
は
聖
武
天
皇
が
往
生
し
た
蓮
華
蔵
世
界
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
お
り
、
聖
武
天
皇
を
蓮
弁
線
刻
画
に
み
ら
れ
る
千
葉
の
釈
迦
如
来
と
見
な
す
信

仰
は
、
す
で
に
一
周
忌
斎
会
の
時
点
で
成
立
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。

　

以
上
の
研
究
成
果
は
、
蓮
弁
線
刻
画
と
聖
武
天
皇
の
追
善
と
の
密
接
な
関
係
性
を
提
示

し
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
東
大
寺
大
仏
の

銅
製
台
座
自
体
の
鋳
造
時
期
に
関
し
て
は
、
先
鋳
説
と
後
鋳
説
に
分
か
れ
て
お
り
、
家
永
氏

の
考
察
は
、
後
鋳
説
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
内
藤
氏
の
論
説
は
、
聖
武
天
皇
の
追
善
供

養
に
お
い
て
蓮
弁
線
刻
画
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
線
刻
画
制
作
当
初
の
背

景
や
意
図
を
考
え
る
際
に
は
、
な
お
慎
重
な
姿
勢
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
論
で
は
、
線
刻
画
の
図
様
に
は
法
雲
地
に
至
っ
た
菩
薩
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。「
十
地
思
想
」
と
東
大
寺
に
お
い
て
制
作
さ

れ
た
仏
教
美
術
と
の
密
接
な
関
係
性
は
、
聖
武
天
皇
崩
御
前
に
制
作
さ
れ
た
法
華
堂
不
空
羂

索
観
音
像
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
は
、「
十
地
思
想
」
に
示
さ
れ
る

菩
薩
と
し
て
の
修
行
の
最
終
境
地
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
む
ろ
ん
当
時
の



11　東大寺大仏蓮弁線刻画の図様に関する一考察 ─ 雲中化仏と海に浮かぶ大蓮華を手がかりとして ─

東
大
寺
華
厳
宗
の
教
学
と
実
践
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
蓮
弁
線
刻
画
は
、
修
行
者
が
十
地
の
階
位
を
上
昇
し
、
第
十
地
法
雲
地
に
至

り
、
最
終
的
に
仏
に
な
る
こ
と
を
図
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
二
十
五
層
と
な
る
天
界
が

ま
さ
に
修
行
者
が
歩
む
十
地
の
世
界
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
に
傾
倒
し
た
聖
武
天
皇
は
、
当

然
そ
の
修
行
者
の
う
ち
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
の
東
大
寺
華
厳
宗
の
教
学
と
実

践
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
蓮
弁
線
刻
画
と
ど
う
関
係
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
蓮
弁
線
刻
画
の
根
本
的
な
典
拠
の
一
つ
で
あ
る
『
梵
網

経
』
を
読
誦
・
講
説
す
る
功
徳
に
よ
っ
て
死
者
を
供
養
す
る
こ
と
は
、
奈
良
時
代
の
皇
室
や

貴
族
の
間
で
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
特
に
死
者
の
魂
が
蓮
華
蔵
世
界
に
到
る
こ
と
が
願
わ
れ

て
い
た
と
い
う（
74
）。
こ
う
し
た
奈
良
時
代
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
の
受
容
の
様
相
は
、
線

刻
画
制
作
の
背
後
に
あ
る
死
者
の
追
善
供
養
の
意
図
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
、
本
論
の
考
察
を
も
と
に
、
改
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、
線
刻
画
最
上

部
の
釈
迦
如
来
が
何
を
説
い
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、

線
刻
画
の
最
上
部
は
、
千
の
花
弁
上
の
釈
迦
の
放
光
と
摩
醯
首
羅
天
王
宮
に
お
け
る
釈
迦
の

説
法
と
い
う
二
つ
の
場
面
を
同
時
に
表
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
場
面
は
い

ず
れ
も
菩
薩
が
行
う
べ
き
修
行 

│ 

心
地
法
門
の
伝
授
に
関
係
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
線
刻
画
の
制
作
背
景
に
は
、
聖
武
天
皇
の
追
善
供
養
と
い
う
意

図
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
ま
さ
に

『
華
厳
経
』
の
十
地
思
想
ま
た
は
『
梵
網
経
』
の
心
地
法
門
の
よ
う
な
、
菩
薩
と
し
て
の
修

行
と
実
践
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
視
座
か
ら
改
め
て
線
刻
画
の
制
作
背

景
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
論
は
、
蓮
弁
線
刻
画
の
雲
中
化
仏
と
海
に
浮
か
ぶ
大
蓮
華
の
図
様
に
着
目
し
、
線
刻
画

の
図
様
と
『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
お
よ
び
『
梵
網
経
』
と
の
密
接
な
関
連
性
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
線
刻
画
の
図
様
に
つ
い
て
、
そ
れ
と
同
様
な
大
陸
の
作
例
が
見
出
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
大
陸
作
例
と
の
比
較
検
討
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
線
刻

画
の
図
様
は
日
本
に
お
い
て
独
自
に
考
案
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
難
く
、
最
も
特
徴
的
な
天

界
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
大
陸
の
類
例
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
リ
ー
ア
美

術
館
所
蔵
の
北
周
の
交
脚
弥
勒
七
尊
像
の
光
背
背
面
に
線
刻
さ
れ
る
法
界
仏
像
の
上
半
身
に

は
、
幾
本
も
の
平
行
線
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
天
界
に
、
頭
光
を
つ
け
た
菩
薩
た
ち
が
多
く

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る（
挿
図
19
〜
20
）（
75
）。
こ
の
よ
う
な
作
例
は
、
蓮
弁
線
刻
画
を
検
討
す

る
際
に
見
逃
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
陸
の
作
例
に
対
す
る
詳
細
な
研
究
、
そ
し
て
線
刻

画
と
類
似
す
る
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
と
蓮
弁
線
刻
画
の
比
較
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

註1 

小
野
玄
妙
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
の
刻
画
に
見
ゆ
る
仏
教
の
世
界
説
」（『
考
古
学
雑
誌
』
五
ノ
八
、一
九
一
五
年
）、
の

ち
同
著
『
仏
教
之
美
術
及
歴
史
』（
仏
書
研
究
会
、
一
九
一
六
年
）所
収
。

2 

線
刻
画
の
研
究
史
に
つ
い
て
、
斎
藤
理
恵
子
「
大
仏
台
座
蓮
弁
線
刻
画
」（
大
橋
一
章
、
斎
藤
理
恵
子
編
著
『
東
大

寺 

│
美
術
史
研
究
の
あ
ゆ
み 

│
』、
里
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）を
参
照
。
二
〇
〇
三
年
以
降
、
本
論
で
触
れ
る

稲
本
泰
生
氏
、
外
村
中
氏
、
朴
亨
国
氏
な
ど
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。

3 

川
瀬
由
照
「
東
大
寺
大
仏
の
台
座
鋳
造
時
期 

│ 

仏
身
と
台
座
の
先
鋳
・
後
鋳
問
題 

│ 

」（
大
橋
一
章
編
著
『
論
争　

奈
良
美
術
』、
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）。

4 

各
蓮
弁
の
線
刻
画
の
間
に
多
く
の
差
異
が
あ
り
、
図
様
の
詳
細
に
つ
い
て
、
前
田
泰
次
、
露
木
恵
子
「
東
大
寺
大
仏

蓮
弁
毛
彫
の
図
柄
及
び
表
現
技
術
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
國
華
』
九
八
二
・
一
〇
〇
五
、一
九
七
五
年
、
一
九
七
七
年
）

を
参
照
。

5 

前
掲
註
2
斎
藤
氏
論
文
。

6 

前
掲
註
1
小
野
氏
論
文
、
五
一
六
頁
。

7 

『
岩
波
仏
教
辞
典　

第
二
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
七
三
三
〜
七
三
五
頁
。

8 

外
村
中
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
毛
彫
図
に
つ
い
て
」（『
南
都
佛
教
』
九
九
、二
〇
一
四
年
）、
九
一
頁
。

9 

前
掲
註
1
小
野
氏
論
文（
一
九
一
五
年
）で
は
、
大
千
世
界
の
中
に
「
一
の
四
禅
、
千
の
三
禅
、
億
万
の
初
禅
あ
り
」

（
五
一
七
頁
）と
述
べ
ら
れ
た
が
、
翌
年
同
著
の
『
仏
教
之
美
術
及
歴
史
』
に
お
い
て
は
、「
一
の
四
禅
、
千
の
三
禅
、

百
万
の
二
禅
、
億
万
の
初
禅
あ
り
」（
八
九
一
頁
）と
修
正
さ
れ
た
。

10 
二
十
五
層
の
天
界
図
像
に
つ
い
て
、
そ
の
解
釈
に
関
す
る
議
論
は
多
く
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
未
だ
定
説
を
み
な

い
。
特
に
色
界
諸
天
の
内
訳
に
つ
い
て
、
各
経
論
間
の
異
同
が
著
し
く
、
無
色
界
諸
天
表
現
の
有
無
も
問
題
と
な

る
。
本
論
で
は
天
界
図
像
を
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
三
千
大
千
世
界
の
表
現
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
大
き

さ
の
な
い
無
色
界
諸
天
は
描
か
れ
て
い
な
い
と
考
え
た
い
。
無
色
界
諸
天
の
有
無
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
稲
本
泰

生
「
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
図
像
考 

│ 

大
仏
蓮
弁
線
刻
図
を
参
照
し
て
」（『
鹿
園
雜
集
』
六
、二
〇
〇
四
年
）、

四
九
〜
五
七
頁
を
参
照
。

11 

前
掲
註
1
小
野
氏
論
文
、
五
一
四
〜
五
一
五
頁
。

12 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、九
九
七
頁
ｃ
。

13 

『
梵
網
経
』「
千
花
上
仏
是
吾
化
身
。
千
百
億
釈
迦
是
千
釈
迦
化
身
。
吾
已
為
本
原
名
為
盧
舍
那
仏
」。『
大
正
蔵
』
巻



　12

二
四
、九
九
七
頁
ｃ
。

14 

『
梵
網
経
』
の
概
要
と
研
究
史
に
関
し
て
、
船
山
徹
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
生
活
規
則 

梵
網
経 

│ 

最
古
の
形
と
発
展

の
歴
史 

│
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
一
一
〜
一
九
頁
を
参
照
。

15 
前
掲
註
3
川
瀬
氏
論
文
。

16 

奥
村
秀
雄
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
毛
彫
図
の
研
究
」（『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
一
二
、一
九
七
六
年
）。

17 

藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
史
料　

寺
院
篇
上
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
年
）、
三
五
頁
。

18 

『
大
日
本
古
文
書
』
第
一
三
巻
、
二
〇
七
頁
。

19 

『
大
日
本
古
文
書
』
第
四
巻
、
一
八
七
頁
。

20 

『
延
暦
僧
録
』
は
原
本
が
散
佚
し
、
そ
の
佚
文
が
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
な
ど
に
収
載
さ
れ
る
。
そ
の
全
文
と
校

訂
に
つ
い
て
、
藏
中
し
の
ぶ
『『
延
暦
僧
録
』
注
釈
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）を
参
照
。

21 

家
永
三
郎
「
東
大
寺
大
仏
の
仏
身
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
史
学
雑
誌
』
四
九
編
二
号
、
一
九
三
八
年
）、
後
に
同
著

『
上
代
仏
教
思
想
史
研
究
』（
畝
傍
書
房
、
一
九
四
二
年
）所
収
、
二
五
〇
〜
二
五
九
頁
。

22 

如
来
像
の
頭
上
か
ら
立
ち
上
が
る
十
二
団
の
雲
気
の
ほ
か
、
化
仏
を
乗
せ
て
な
い
二
団
の
雲
気
が
左
右
両
端
近
く
に

一
つ
ず
つ
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雲
気
と
如
来
像
頭
部
と
の
連
繫
の
仕
方
も
一
様
で
は
な
く
、
各
々
の
雲
団
が
雲

絲
で
結
ば
れ
て
い
る
も
の
と
、
各
々
の
雲
団
が
離
れ
て
い
る
も
の
の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
。
雲
中
化
仏
の
図
様
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
4
前
田
氏
、
露
木
氏
論
文
、
一
九
七
五
年
、
一
六
〜
一
七
頁
を
参
照
。

23 

橋
本
聖
圓
「
大
仏
蓮
弁
毛
彫
図
と
華
厳
経
」（
京
都
大
学
美
学
美
術
史
学
研
究
会
編
『
芸
術
的
世
界
の
論
理
』、
創
文

社
、
一
九
七
二
年
）、
三
四
九
〜
三
五
〇
頁
。

24 

こ
こ
の
「
心
地
法
門
」
は
、『
梵
網
経
』
巻
上
に
説
か
れ
る
菩
薩
が
行
う
べ
き
修
行
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
十
発
趣

心
」、「
十
長
養
心
」、「
十
金
剛
心
」、「
十
地
」
と
い
う
四
段
階
各
十
項
目
の
計
四
十
項
目
を
順
に
進
む
修
行
で
あ

る
。

25 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、一
〇
〇
三
頁
ｂ
。

26 

松
本
伸
之
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
に
つ
い
て
」（『
南
都
佛
教
』
五
五
、一
九
八
六
年
）、
五
七
頁
。

27 

例
え
ば
、
前
掲
註
10
稲
本
氏
論
文
、
五
八
頁
。
吉
村
怜
「
東
大
寺
大
仏
・
梵
網
教
主
説
批
判
」（『
奈
良
美
術
研
究
』

一
、二
〇
〇
四
年
）、
の
ち
同
著
『
仏
像
の
着
衣
と
僧
衣
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
九
年
）所
収
、
二
二
七
頁
。

28 

例
え
ば
、
朴
亨
国
氏
は
左
右
六
組
の
化
仏
群
は
如
来
の
光
明
を
六
道
に
広
げ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
わ
す
と
と
も

に
、
大
仏
本
体
の
光
背（
創
建
当
初
）に
表
わ
す
諸
化
仏
と
も
通
じ
、
諸
天
に
広
が
る
盧
舎
那
仏
の
光
明
を
も
象
徴
す

る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
朴
亨
国
「
東
大
寺
大
仏
建
立
に
お
け
る
華
厳
思
想
と
造
形
理
念
」（
浅
井
和
春
編
『
日
本

美
術
全
集
第
三
巻
』、
小
学
館
、
二
〇
一
三
年
）、
一
九
四
頁
。

29 

「
梵
網
経
変
」
に
つ
い
て
以
下
を
参
照
し
た
。
霍
熙
亮
「
安
西
楡
林
窟
第
三
二
窟
的
梵
網
経
変
」（『
敦
煌
研
究
』、

一
九
八
七
年
第
三
期
）。
同
「
敦
煌
石
窟
的
『
梵
網
経
変
』」（『
敦
煌
石
窟
研
究
国
際
討
論
会
文
集　

石
窟
考
古
編
』、

遼
寧
美
術
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）。
同
「
敦
煌
地
区
的
梵
網
経
変
」（
敦
煌
研
究
院
編
『
敦
煌
石
窟　

安
西
楡
林

窟
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）。『
敦
煌
石
窟
全
集
九　

報
恩
経
画
卷
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、

二
〇
四
〜
二
四
七
頁
。

30 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、一
〇
〇
三
頁
ｃ
〜
一
〇
〇
四
頁
ａ
。

31 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、九
九
七
頁
ｃ
。

32 

前
掲
註
29
霍
氏
論
文
、
一
九
八
九
年
、
一
九
二
頁
。

33 

『
梵
網
経
』
下
巻
の
第
三
十
六
軽
戒
に
基
づ
く
誓
願
画
に
つ
い
て
は
、
閻
志
翔
「
敦
煌
莫
高
窟
第
三
二
三
窟
と
大
乗

菩
薩
戒
の
実
践 

│ 

東
壁
誓
願
画
と
南
北
壁
菩
薩
列
像
を
手
が
か
り
と
し
て 

│
」（『
仏
教
芸
術
』
八
、二
〇
〇
二

年
）、
三
六
〜
四
三
頁
を
参
照
。

34 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、一
〇
〇
八
頁
ａ
。

35 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、一
〇
〇
三
頁
ｂ
。

36 

こ
こ
の
現
代
語
翻
訳
は
、
前
掲
註
14
船
山
氏
書
、
二
八
〇
頁
を
参
照
し
た
。

37 

『
大
正
蔵
』
巻
一
二
、三
四
一
頁
ｂ
。

38 

大
西
磨
希
子
『
西
方
浄
土
変
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
三
三
〜
三
四
頁
。

39 

小
野
玄
妙
『
仏
教
美
術
講
話
』（
甲
子
社
書
房
、
一
九
二
七
年
）、
三
一
七
頁
。

40 

こ
の
問
題
に
関
す
る
思
想
面
か
ら
の
検
討
は
、
前
掲
註
10
稲
本
氏
論
文
、
五
七
〜
六
四
頁
、
稲
本
泰
生
「
二
月
堂
本

尊
光
背
図
像
と
観
音
の
神
変
」（『
論
集　

東
大
寺
二
月
堂 

│ 

修
二
会
の
伝
統
と
そ
の
思
想 

│ 

』
ザ
・
グ
レ
イ
ト

ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
編
集
第
八
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
五
五
〜
六
〇
頁
を
参
照
。

41 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、九
九
七
頁
ｂ
。

42 

『
華
厳
経
』
の
宇
宙
論
に
つ
い
て
、
定
方
晟 

『
イ
ン
ド
宇
宙
論
大
全
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
一
年
）、
二
四
七
〜
二
八
五

頁
を
参
照
。

43 

岩
上
智
量
「
東
大
寺
本
尊
に
就
て
」（『
密
教
研
究
』
六
七
、一
九
三
八
年
）、
二
四
三
頁
。

44 

狭
川
宗
玄
「
寧
楽
仏
教
の
一
断
面 

│ 

東
大
寺
大
仏
蓮
弁
毛
彫
蓮
華
蔵
世
界
私
考 

│
」（『
南
都
佛
教
』
一
、

一
九
五
四
年
）、
加
筆
後
、「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
毛
彫
蓮
華
蔵
世
界
」（『
古
美
術
』
二
一
、一
九
六
八
年
）、
六
三
頁
。

45 

例
え
ば
、
吉
村
怜
「
東
大
寺
大
仏
の
仏
身
論 

│ 

蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
の
構
造 

│
」（『
佛
教
藝
術
』

二
四
六
、一
九
九
九
年
）、
の
ち
同
著
『
仏
像
の
着
衣
と
僧
衣
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
九
年
）所
収
、
一
九
三
頁
。

46 

前
掲
註
23
橋
本
氏
論
文
、
三
五
〇
頁
。

47 

前
掲
註
26
松
本
氏
論
文
、
五
八
頁
。

48 

橋
本
氏
は
『
華
厳
経
』
に
は
二
層
に
か
さ
な
っ
た
蓮
華
の
構
造
が
説
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
前
述
の
見
解
を
述
べ

た
。
し
か
し
、『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
の
は
、
蓮
華
の
「
上
」
に
ま
た
蓮
華
が
生
え
る
と
い
う
二
重
の
構
造
で
あ

り
、
蓮
華
の
蓮
弁
の
「
中
」
に
ま
た
蓮
華
を
あ
ら
わ
す
構
造
で
は
な
い
。
前
掲
註
23
橋
本
氏
論
文
、
三
五
〇
頁
。

49 

前
掲
註
21
家
永
氏
論
文
。

50 

「
華
厳
経
変
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
松
本
栄
一
「
華
厳
経
変
相
」（『
敦
煌
画
の
研
究　

図
像
篇
』、
東
方
文
化
学
院
東

京
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）、
一
八
九
〜
一
九
五
頁
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
エ
ス
「
新
出
の
二
大
画
幅
「
華
厳
経
変
相　

七
処
九
会
」
お
よ
び
「
華
厳
経
十
地
品
変
相
」
に
つ
い
て
」（『
西
域
美
術　

ギ
メ
美
術
館
ペ
リ
オ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ⅰ
』、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）、
四
八
〜
五
六
頁
な
ど
を
参
照
。

51 

前
掲
註
50
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
エ
ス
氏
論
文
、
四
九
頁
。

52 

長
岡
龍
作
「
蓮
華
蔵
世
界
と
観
音 

│ 

草
創
期
東
大
寺
の
観
音
像
」（『
論
集　

華
厳
文
化
の
潮
流
』
ザ
・
グ
レ
イ
ト

ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
第
一
〇
号
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
蓮
華
蔵
世
界
と
正
倉
院
屏
風
」（
長
岡
龍
作
編
『
仏

教
美
術
論
集
五　

機
能
論 

│ 

つ
く
る
・
つ
か
う
・
つ
た
え
る
』、
竹
林
舎
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
奈
良
時
代
東
大

寺
に
お
け
る
「
天
」
の
意
義
と
造
形
」（
栄
原
永
遠
男
、
佐
藤
信
、
吉
川
真
司
編
『
東
大
寺
の
新
研
究
三　

東
大
寺
の

思
想
と
文
化
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
）。

53 

早
く
か
ら
家
永
氏
は
聖
武
天
皇
の
崩
御
を
境
に
蓮
華
蔵
世
界
が
往
生
の
対
象
た
る
浄
土
と
観
念
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

し
た
。
前
掲
註
21
家
永
氏
論
文
を
参
照
。
長
岡
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
を
行
っ
た
。

54 

前
掲
註
52
長
岡
氏
論
文
、
二
〇
一
二
年
、
五
五
頁
。

55 
 『

大
日
本
古
文
書
』
第
四
巻
、
一
二
一
〜
一
七
一
頁
。

56 

十
地
に
つ
い
て
、
荒
牧
典
俊
「
十
地
思
想
の
成
立
と
展
開
」（『
講
座
・
大
乗
仏
教
三　

華
厳
思
想
』、
春
秋
社
、

一
九
八
三
年
）。
平
川
彰
「
第
七
章　

大
乗
独
自
の
十
地
」（
同
著
『
平
川
彰
著
作
集　

第
六
巻　

初
期
大
乗
と
法
華

思
想
』、
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
）を
参
照
。

57 

浅
井
和
春
「
法
華
堂
本
尊
不
空
羂
索
観
音
像
の
成
立
」（『
日
本
美
術
全
集　

第
四
巻
』、
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）、

一
七
三
頁
。

58 

前
掲
註
57
浅
井
氏
論
文
、
一
六
九
頁
。

59 
濱
田
恒
志
「
東
大
寺
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
と
『
華
厳
経
』」（『
佛
教
藝
術
』
三
二
二
、二
〇
一
二
年
）。

60 
前
掲
註
52
長
岡
氏
論
文
、
二
〇
一
二
年
。

61 

第
十
地
菩
薩
の
神
変
に
つ
い
て
、
梶
山
雄
一
「
神
変
」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
五
年
）、

の
ち
同
著
『
梶
山
雄
一
著
作
集 

第
三
巻
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
）所
収
、
二
七
八
〜
二
八
〇
頁
を
参
照
。

62 

『
国
訳
一
切
経　

華
厳
部
二
』、
二
八
一
頁
。

63 

『
国
訳
一
切
経　

華
厳
部
二
』、
二
八
一
頁
。

64 

『
国
訳
一
切
経　

華
厳
部
二
』、
二
八
一
〜
二
八
三
頁
。

65 

『
国
訳
一
切
経　

華
厳
部
二
』、
二
八
三
頁
。

66 

『
国
訳
一
切
経　

華
厳
部
二
』、
二
八
三
頁
。



67 
前
掲
註
56
平
川
氏
論
文
、
二
〇
七
頁
。

68 
前
掲
註
23
橋
本
氏
論
文
、
三
四
八
〜
三
四
九
頁
。

69 

前
掲
註
45
吉
村
氏
論
文
、
一
九
三
〜
一
九
八
頁
。

70 

『
国
訳
一
切
経　

律
部
一
二
』、
三
一
五
頁
。

71 

『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、一
〇
〇
二
頁
ｃ
〜
一
〇
〇
三
頁
ａ
。

72 

前
掲
註
21
家
永
氏
論
文
、
二
五
〇
〜
二
五
九
頁
。

73 

内
藤
栄
「
聖
武
天
皇
の
持
戒
と
正
倉
院
宝
物
の
献
納
」（『
南
都
佛
教
』
一
〇
〇
、二
〇
一
八
年
）。

74 

日
本
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
の
追
善
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
、
閻
志
翔
「
光
明
皇
太
后
の
崩
御
と
唐
招
提
寺
金
堂
盧

舎
那
仏
像
」（『
仏
教
芸
術
』
一
〇
、二
〇
二
三
年
）、
七
四
〜
七
七
頁
を
参
照
。

75 

こ
の
線
刻
画
に
つ
い
て
、
林
保
堯
「
弗
利
爾
美
術
館
蔵
北
周
石
造
像
交
脚
弥
勒
菩
薩
七
尊
像
略
考 

│ 

光
背
僧
伽
梨

線
刻
素
画
研
究
史
上
的
一
些
問
題
」（『
芸
術
学
』
一
五
、一
九
九
六
年
）、
李
静
傑
「
北
斉
〜
隋
の
盧
舎
那
法
界
仏
像

の
図
像
解
釈
」（『
佛
教
藝
術
』
二
五
一
、二
〇
〇
〇
年
）、
二
五
〜
二
八
頁
を
参
照
。

図
版
出
典

図
1　
『
東
大
寺
大
仏
の
研
究 

│ 

歴
史
と
鋳
造
技
術 
│ 
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）

図
2
〜
6
、
17
『
奈
良
六
大
寺
大
観
一
〇　

東
大
寺
二　

補
訂
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

図
7　
『
日
本
美
術
全
集
八　

王
朝
絵
巻
と
装
飾
経
』（
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）

図
8
〜
11
『
敦
煌
石
窟
全
集
九　

報
恩
経
画
卷
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

図
12　
『
敦
煌
石
窟
全
集
五　

阿
弥
陀
経
絵
巻
』（
上
海
人
民
出
版
社
、）

図
13
〜
14　
『
敦
煌
石
窟
芸
術　

莫
高
窟
第
八
五
窟
附
第
一
九
六
窟（
晩
唐
）』（
江
蘇
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

図
15
〜
16　
『
西
域
美
術　

ギ
メ
美
術
館
ペ
リ
オ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）

図
18　
『
奈
良
時
代
の
東
大
寺
』（
東
大
寺
、
二
〇
一
一
年
）

図
19　

註
75
林
保
堯
氏
論
文
。

図
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https://collections.si.edu/search/record/ark:/65665/ye38eaa63b477dd47bbaf5012d2fb79d90e

13　東大寺大仏蓮弁線刻画の図様に関する一考察 ─ 雲中化仏と海に浮かぶ大蓮華を手がかりとして ─



図1　蓮弁線刻画（奈良国立博物館所蔵模写）

図2　蓮弁線刻画　如来坐像図3　蓮弁線刻画　菩薩衆
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図4　蓮弁線刻画　天界図

図6　蓮弁線刻画　雲中化仏

図5　蓮弁線刻画　須弥山世界図

図7　『信貴山縁起絵巻』　尼公の巻　部分

15　東大寺大仏蓮弁線刻画の図様に関する一考察 ─ 雲中化仏と海に浮かぶ大蓮華を手がかりとして ─



図8　敦煌莫高窟第454窟　北壁　梵網経変　宋図9　敦煌莫高窟第454窟　梵網経変　部分

図10　敦煌莫高窟第454窟　梵網経変　部分

図11　敦煌莫高窟第454窟　梵網経変　部分
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図12　敦煌莫高窟第103窟　北壁　観無量寿経変　部分　盛唐

図13　敦煌莫高窟第85窟　華厳経変　晩唐

図14　敦煌莫高窟第85窟　華厳経変　部分

17　東大寺大仏蓮弁線刻画の図様に関する一考察 ─ 雲中化仏と海に浮かぶ大蓮華を手がかりとして ─



図15　ギメ美術館所蔵ペリオ将来敦煌絵画　華厳経変図　五代

図16　ギメ美術館所蔵　華厳経変図　部分
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図17　東大寺法華堂不空羂索観音像　8世紀中頃

図18　東大寺法華堂不空羂索観音像宝冠及び化仏

図19　フリーア美術館所蔵交脚弥勒七尊像　 
  光背背面　拓本　北周

図20　フリーア美術館所蔵交脚弥勒七尊像　光背背面　部分

19　東大寺大仏蓮弁線刻画の図様に関する一考察 ─ 雲中化仏と海に浮かぶ大蓮華を手がかりとして ─
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A Consideration of the Engraved Images on 
the Lotus-petal Base of the Great Buddha:
Clues from the Transformed Buddha 
Riding on Clouds and the Vast Lotus in the 
Ocean

YAN, Zhixiang

 The copper pedestal of the Great Buddha at Todai-ji 
Temple is adorned with twenty-eight lotus petals, each 
depicting a seated image of a Buddha on a vast lotus in the 
ocean. Twenty-two bodhisattvas surround the Buddha, 
and The Three Thousandfold World is described within 
the grand lotus.
 This dissertation focuses on the patterns of line en-
gravings on the lotus petals, notably: 1) the transformed 
Buddha riding on clouds emanating from the head of the 
Buddha and 2) the vast lotus floating in the ocean. Using 
these patterns as clues while comparing examples from the 
continent, I will explore the sources and intentions behind 
the line engravings in this dissertation.
 First, I will confirm the overview and production 
period of the line engravings on the lotus petals. The 
previous studies suggest that the production period was 
limited from August of the 8th year of Tenpyō Shōhō (756) 
through the following January. Notably, preparations for 
Emperor Shōmu’s first memorial service were being car-
ried out rapidly in the same period.
 Next, I will examine the Buddha riding on clouds. By 
analyzing painting examples of Brahmāʼs Net Sūtra (Ch: 
Fanwang jing) in China, We can find similar depictions of 
the Buddha riding on clouds, which suggests a high possi-
bility that the representation is based on the Brahmāʼs Net 
Sūtra. Furthermore, I will argue that the radiance emitted 
by the Buddha is one of the primary thematic expressions 
in the line engravings.
 Lastly, I will point out that the Buddha seated on the 
grand lotus floating in the ocean, including the depiction 
of the Three Thousandfold World (contained within the 
grand lotus and the surrounding bodhisattvas), can be 
understood through the portrayal of bodhisattvas reaching 
the tenth stage of practice, as described in the “Ten Stages 
Chapter” of the Avataṃsaka Sūtra (Ch: Huayan jing).
 According to previous studies, the image of Emperor 
Shōmu, who attained rebirth in the Lotus Treasury World 
after traversing the Ten Stages, is strongly projected onto 
the Buddha seated on the grand lotus. However, there is a 
theory suggesting that the casting of the copper pedestal, 
which determines the production period of the line en-
gravings, took place before the casting of the body of the 
Great Buddha. According to the analysis in this thesis, re-
gardless of whether the background of the line engravings 
involves the intention of posthumous memorial services 

for Emperor Shōmu, what lies at its foundation is believed 
to be the practice of the Bodhisattva, such as The Ten 
Stages of the Avataṃsaka Sūtra or The Forty Stages in the 
Brahmāʼs Net Sūtra.




